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1. はじめに
このファイルはシステム創成学学術講演会の和文原稿を作成するために必要なレイアウトやフォント等の基本的な情報が記述されています．ここに記載されている事項に従って作成した原稿をPDF形式にて提出してください．提出していただいたPDFファイルについては，ページ番号付与などの軽微な編集作業を行うことがあります．そのため，PDFファイルにおける「セキュリティ」については「セキュリティなし（編集可能）」と設定して提出するようお願いいたします．

原稿はA4サイズ (210mm×297mm) 2段組，1～4ページにまとめて下さい．上下辺，左右辺ともマージンは2cmとし，ヘッダー，フッターは設けません．ページ番号なども不要です．本文は25文字＋2文字＋25文字程度の横2段組とし，1ページあたり約50行程度（行間約14.4pt），文字サイズは明朝9ptを用いて作成してください．
2. 見出し

見出しのレベルは3段階とし，第1レベル (章) は，上に1行あけて，ゴシック体，10ptにより「1．はじめに」のように記入して下さい．

2. 節の見出し
第2レベル (節) の見出しは，前後に空白行を設けず，ゴシック体，9ptにより「2.1 節の見出し」のように記入して下さい．
2. 項の見出し
第3レベル (項)の見出しも前後に空白行を設けず，ゴシック体，9ptにより「2.1.1 項の見出し」のように記入して下さい．

3. 数式および数式番号

数式はセンタリングし，式番号はカッコ付きの通し番号で右詰として下さい．
また，数式の前後には1行空白行を設けて下さい．
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4. 図表

図表（図1，表1）は，本文で引用した箇所に近い場所に置くことを原則とします．
図表の前後には，空白行を1行設けて下さい．表のキャプションは表の上に，図のキャプションは図の下に置いて下さい．図番号，表番号は通し番号とし，ゴシック体，9ptで書いて下さい．英文キャプションの場合には，Fig.3やTable3などのようにTimes，9ptを用いて下さい．
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5. 参考文献・謝辞・付録
参考文献は出現順に番号をつけ，該当個所に[1]のように[2,3]カギカッコで指示して下さい[1-3]．参考文献の引用リストは例を参考にして，文末に1行あけ，ゴシック体，9pt，センタリングで「参考文献」と記入した後，番号順に記入して下さい．

謝辞: 謝辞は結論の後に書いてください．
付録: 付録は参考文献の前に書いてください．
参考文献
[1] 著者1，著者2: 論文タイトル，論文誌名，Vol. XX, No. XX, pp. XX-XX, 発行年.
[2] Author 1, et al.: Title, Journal, Vol. XX, pp. XX-XX, year.

[3] 著者: 書籍名，出版社，発行年.












ここに図が入る（グレースケール）





図1 図のキャプションは下に置く





表1 表のキャプションは上に置く
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